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第
１
章　

旧
高
野
家
住
宅
の
概
要

　

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
大
畑
小
路
に
所
在
す
る
旧
高
野
家
住
宅
に
は
、
国
史
跡
・
高
野

長
英
旧
宅
、
離
れ
座
敷
の
古
稀
庵
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
新
座
敷
の
三
棟
が
建
つ
。

　

江
戸
時
代
の
蘭
学
者
・
高
野
長
英
（
文
化
元
年
・
一
八
〇
四
～
嘉
永
三
年
・

一
八
五
〇
）
は
水
沢
伊
達
家
家
臣
後
藤
実
慶
の
後
妻
・
美
也
（
高
野
玄
斎
の
妹
）
の
第
二

子
と
し
て
誕
生
し
た
。
文
化
九
年（
一
八
一
二
）、数
え
年
九
歳
の
と
き
に
父
が
亡
く
な
り
、

母
と
と
も
に
高
野
家
に
も
ど
り
、
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
伯
父
の
高
野
玄
斎
の
養
子
と

な
っ
た
。
玄
斎
（
高
野
家
八
代
、長
英
は
九
代
に
あ
た
る
）
は
杉
田
玄
白
の
門
人
で
あ
り
、

水
沢
伊
達
家
に
医
を
も
っ
て
仕
え
た
家
臣
で
あ
っ
た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）、
長
英

は
十
七
歳
で
蘭
学
を
学
ぶ
た
め
江
戸
へ
上
り
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
は
二
十
二
歳

で
長
崎
の
鳴
滝
塾
へ
入
塾
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
も
と
で
西
洋
医
学
を
学
ん
で
い
る
。
天
保

九
年
（
一
八
三
八
）
に
外
交
政
策
を
提
言
す
る
た
め
著
し
た
「
夢
物
語
」
が
幕
政
批
判
の

咎
を
受
け
、
蛮
社
の
獄
で
投
獄
さ
れ
る
も
脱
獄
。
潜
伏
中
も
翻
訳
を
続
け
た
が
、
嘉
永
三

年
（
一
八
五
〇
）
に
捉
え
ら
れ
自
害
し
た
。
後
に
復
権
し
、正
四
位
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。

　

高
野
長
英
が
文
化
文
政
期
を
過
ご
し
た
高
野
家
の
遺
構
が
現
存
す
る
貴
重
性
か
ら
、
昭

和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
高
野
長
英
旧
宅
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
史
跡
指

定
申
請
書
に
は
（
巻
末
資
料
参
照
）「
明
治
九
年
ノ
改
築
ニ
ヨ
リ
屋
根
其
ノ
他
ハ
高
野
長

英
ノ
居
住
セ
シ
当
時
ノ
原
状
ヲ
詳
ニ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
モ
階
下
八
畳
六
畳
ノ
二
室
ハ
長

英
ノ
居
室
ニ
シ
テ
旧
構
ヲ
ヨ
ク
存
セ
リ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
史
跡
指
定
申
請
書
に
記
載
さ

れ
た
高
野
長
運
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
旧
宅
は
高
野
家
七
代
で
あ
り
高
野
家
医
家
の
開
祖
で

あ
る
元
端
（
寛
保
元
年
・
一
七
四
一
生
ま
れ
）
が
天
明
年
間
頃
に
建
築
し
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
三
月
十
三
日
に
柳
町
か
ら
全
町
に
広
が
っ
た
「
三
蔵
火
事
」
に
際
し
て
も
、

類
焼
を
免
れ
た
と
し
、
長
英
書
簡
と
と
も
に
、
旧
宅
に
お
け
る
長
英
居
住
の
事
実
を
説
い

て
い
る
。

　

古
稀
庵
は
高
野
家
十
四
代
・
長
経
が
父
で
あ
る
十
三
代
・
長
運
の
古
稀
を
祝
っ
て
建
築

し
た
離
れ
座
敷
で
あ
る
。
高
野
長
運
は
長
英
の
復
権
を
願
い
、『
高
野
長
英
傳
』
を
著
し

た
人
物
で
あ
る
。
史
跡
指
定
申
請
書
に
旧
宅
の
来
歴
が
長
運
に
よ
り
詳
述
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
史
跡
指
定
に
長
運
が
積
極
的
に
関
与
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

古
稀
庵
は
棟
札
が
現
存
し
、
建
築
年
と
関
係
者
が
特
定
さ
れ
る
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
七
日
に
上
棟
式
、
建
築
顧
問
に
佐
藤
連
、
設
計

監
督
に
岡
村
潤
治
、
棟
梁
は
仙
台
市
の
河
合
好
藏
、
橋
本
正
雄
、
土
工
は
小
原
福
治
、
左

官
は
熊
谷
由
吉
と
い
う
関
係
者
が
判
明
す
る
。
な
お
岡
村
潤
治
は
東
北
帝
国
大
学
営
繕
の

建
築
技
師
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
建
築
家
が
個
人
住
宅
を
設
計
す
る

こ
と
自
体
が
珍
し
く
、
こ
の
岡
村
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
本
書
で
後
述
す
る
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
頃
に
旧
宅
と
古
稀
庵
を
接
続
す
る
か
た
ち
で
新

座
敷
が
建
築
さ
れ
た
（
長
経
の
娘
・
平
山
き
を
聞
き
取
り
資
料
よ
り
）。
新
座
敷
に
は
高

野
長
経
が
住
ん
だ
と
い
う
。

　

な
お
、
国
史
跡
・
高
野
長
英
旧
宅
と
そ
の
底
地
は
平
成
二
一
年
度
の
国
庫
補
助
事
業
に

よ
り
、
奥
州
市
が
購
入
し
、
平
成
二
二
年
二
月
一
六
日
に
建
物
、
同
年
三
月
四
日
に
土
地

の
移
転
登
記
が
完
了
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
二
月
一
三
日
付
で
史
跡
・
高
野
長
英
旧

宅
を
除
く
敷
地
内
の
全
て
の
建
造
物
（
古
稀
庵
、
新
座
敷
、
瑞
皐
文
庫
、
味
噌
小
屋
、
板

倉
）
が
奥
州
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な
臨
時
交
付
金
に
よ
り
、
平
成
二
二
～
二
三
年

に
か
け
て
、
古
稀
庵
と
新
座
敷
の
修
繕
工
事
、
平
成
二
四
～
二
五
年
に
は
、
国
庫
補
助
に

よ
る
史
跡
・
高
野
長
英
旧
宅
災
害
復
旧
（
保
存
修
理
）
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
保
存
整
備
事
業
を
経
て
、
現
在
で
は
定
期
的
に
一
般
公
開
さ
れ
、
広
く
市
民

に
歴
史
的
建
造
物
の
価
値
を
伝
え
る
建
物
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
こ
の
旧
高
野
家
住
宅
全
体
の
建
造
物
と
し
て
の
価
値
を
明
か
と
す
る
た
め
、
文

化
財
調
査
を
実
施
し
た
。
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図 1　高野長英旧宅外観

図２　古稀庵玄関の外観
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第
２
章　

歴
史
的
建
造
物
の
特
徴

１　

立
地
お
よ
び
配
置
に
つ
い
て

　

旧
高
野
家
住
宅
の
敷
地
は
、
大
畑
小
路
に
西
面
し
て
位
置
す
る
（
図
３
）。
敷
地
西
側

に
門
を
ひ
ら
き
、
板
塀
が
囲
む
。
西
側
か
ら
東
側
へ
高
野
長
英
旧
宅
、
新
座
敷
、
古
稀

庵
の
三
棟
が
コ
の
字
形
に
配
置
さ
れ
る
。
敷
地
の
北
西
隅
に
は
瑞
皐
文
庫
（
昭
和
七
年
・

一
九
三
二
）が
た
ち
、高
野
長
英
旧
宅
の
北
側
に
味
噌
小
屋
が
あ
る
。ま
た
古
稀
庵
の
裏
手
、

敷
地
北
東
側
に
は
板
倉
が
あ
る
。
敷
地
の
南
側
は
、
旧
高
野
医
院
の
跡
地
で
あ
り
、
現
在

は
高
野
家
の
住
宅
と
な
っ
て
い
る
。
古
稀
庵
の
南
お
よ
び
東
、
新
座
敷
の
南
、
高
野
長
英

旧
宅
の
通
り
側
（
西
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
鑑
賞
庭
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
当
敷
地
の
北
側
に
は
、
重
要
文
化
財
の
旧
高
橋
家
住
宅
が
隣
り
合
う
。

２　

各
棟
の
特
徴

（
１
）
高
野
長
英
旧
宅

　

切
妻
造
妻
入
り
の
二
階
建
で
あ
る
。
当
初
は
寄
棟
造
茅
葺
き
の
平
家
建
の
住
宅
を
、
前

述
の
よ
う
に
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
二
階
建
へ
増
築
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
４
）。

　

南
側
中
央
に
玄
関
を
設
け
て
、
北
西
側
に
床
を
も
つ
八
畳
の
上
座
敷
が
あ
る
。
こ
の
座

敷
に
続
き
間
の
か
た
ち
で
一
〇
畳
の
次
座
敷
が
設
け
ら
れ
る
。
玄
関
の
間
の
北
側
奥
に
茶

の
間
（
常
居
）、
そ
の
東
側
に
台
所
、
ま
た
玄
関
の
間
の
東
側
に
六
畳
の
広
さ
を
も
つ
部

屋
が
あ
る
。
座
敷
の
西
側
と
常
居
の
北
側
に
は
幅
半
間
の
縁
が
ま
わ
る
。
な
お
柱
割
の
一

間
は
六
尺
三
寸
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
史
跡
指
定
で
は
、
改
築
が
多
い
も
の
の
高
野
長
英
時
代
の

八
畳
お
よ
び
六
畳
の
居
室
が
現
存
す
る
と
さ
れ
た
。
実
際
、
次
座
敷
の
西
側
か
ら
一
間
奥

の
柱
内
側
を
み
る
と
、
鴨
居
の
痕
跡
を
と
ど
め
、
建
具
の
圧
痕
も
み
ら
れ
る
。
か
つ
こ
の

柱
の
通
り
側
（
西
側
）
に
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
風
化
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
現
在
一
〇
畳
の

図３　旧高野家住宅配置図
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広
さ
を
も
つ
次
座
敷
は
当
初
、
六
畳
の
広
さ
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
改
築
が
多
い
と
い
え
ど

も
、
中
央
に
玄
関
を
も
ち
、
そ
の
奥
に
茶
の
間
（
常
居
）
を
設
け
、
そ
の
左
右
に
座
敷
部

と
台
所
部
を
配
置
す
る
当
地
の
武
家
住
宅
の
構
成
を
と
ど
め
て
い
る
。

　

八
畳
の
上
座
敷
は
通
り
側
（
庭
側
）
に
縁
を
つ
け
、
一
間
幅
の
床
を
設
け
て
、
そ
の
脇

は
襖
を
た
て
て
収
納
と
し
、
内
側
の
一
部
に
は
茶
の
間
側
か
ら
つ
く
り
つ
け
ら
れ
た
仏
壇

が
設
置
さ
れ
る
（
図
５
）。
床
部
分
の
み
、
灰
色
の
砂
壁
で
仕
上
げ
る
。
床
柱
は
杉
皮
付

き
丸
太
と
し
、
部
屋
に
長
押
を
ま
わ
す
。
棹
縁
天
井
と
し
て
、
次
座
敷
と
の
境
に
筬
欄
間

を
設
け
る
。
全
体
と
し
て
室
内
は
比
較
的
簡
素
な
意
匠
で
あ
る
。
二
階
建
へ
の
改
築
時
に
、

上
座
敷
の
東
面
小
壁
に
櫛
型
の
開
口
部
が
開
け
ら
れ
、
こ
こ
に
晒
竹
が
挿
入
さ
れ
、
二
階

の
階
段
上
り
口
が
望
め
る
か
た
ち
に
改
造
さ
れ
た
（
図
６
）。

　

茶
の
間
は
一
〇
畳
の
広
さ
を
も
ち
、北
側
に
縁
を
つ
け
る（
図
７
）。
根
太
天
井
と
す
る
。

中
央
に
炉
を
設
け
る
。
庭
側
に
一
間
幅
の
仏
壇
を
つ
く
り
つ
け
、
そ
の
下
部
に
は
欅
透
漆

塗
仕
上
げ
で
戸
棚
を
入
れ
る
。
ま
た
そ
の
横
、
庭
向
き
に
平
書
院
を
設
け
て
、
そ
の
上
部

に
は
八
角
形
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
組
子
細
工
を
入
れ
る
。
杉
柱
の
風
化
に
対
し
て
こ

れ
ら
仏
壇
ま
わ
り
の
材
は
新
し
く
、
明
治
八
年
の
改
築
時
に
現
状
の
よ
う
な
近
代
和
風
的

意
匠
を
凝
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

玄
関
の
間
か
ら
階
段
で
二
階
へ
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
階
は
八
畳
と
六
畳
の
続
き

座
敷
と
な
っ
て
い
る
。
梁
を
折
り
曲
げ
て
柱
の
ホ
ゾ
穴
を
埋
め
つ
つ
、
勾
配
を
も
つ
棹
縁

天
井
と
し
て
お
り
、
元
平
屋
建
の
梁
上
の
空
間
を
三
尺
程
度
上
部
に
増
築
し
、
座
敷
の
高

さ
を
確
保
す
る
改
造
が
施
さ
れ
て
い
る
。
北
側
に
あ
る
八
畳
の
座
敷
は
杉
皮
付
き
丸
太
の

床
柱
に
、
落
掛
に
黒
柿
と
銘
木
を
も
ち
い
る
（
図
９
）。
床
脇
は
天
袋
付
き
、
違
棚
お
よ

び
地
板
に
欅
一
枚
板
を
用
い
る
。
床
お
よ
び
床
脇
の
部
分
の
み
、
灰
色
の
砂
壁
で
仕
上
げ

ら
れ
る
。
南
側
の
六
畳
の
座
敷
と
の
境
界
に
は
、
竹
に
鳥
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
透
彫
の
板

で
欄
間
を
設
け
て
い
る
（
図
10
）。

　

六
畳
の
座
敷
の
南
側
に
は
幅
半
間
で
収
納
部
を
つ
く
り
、
中
敷
居
を
入
れ
て
、
天
袋
・

図 4　高野長英旧宅平面図
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図５　高野長英旧宅 一階 座敷

図６　高野長英旧宅 一階 座敷に開けられた櫛形の開口部
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図７　高野長英旧宅  常居

図８　高野長英旧宅  台所
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図９　高野長英旧宅 二階の 8 畳の座敷

図 10　高野長英旧宅 二階 続き座敷の欄間
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地
袋
の
構
成
を
も
ち
、
あ
た
か
も
床
脇
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
る
（
図
11
）。
そ
の
横
に
は

床
は
な
い
も
の
の
、
丸
窓
を
開
け
て
、
竹
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
透
か
し
彫
り
板
が
入
れ
ら

れ
る
。
そ
の
脇
に
平
書
院
が
設
け
ら
れ
、
吹
き
寄
せ
の
桟
と
し
た
障
子
を
引
き
違
い
に
入

れ
、
そ
の
上
部
に
や
は
り
竹
を
あ
し
ら
っ
た
透
か
し
彫
り
板
を
は
め
る
。
六
畳
の
座
敷
は

床
を
も
た
な
い
が
、
あ
た
か
も
床
の
間
に
見
立
て
た
よ
う
な
室
内
意
匠
を
凝
ら
す
。
東
側

と
南
側
の
二
面
に
幅
二
尺
程
の
縁
が
設
け
ら
れ
て
、
周
囲
を
ガ
ラ
ス
戸
で
囲
ん
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
明
治
に
増
築
さ
れ
た
二
階
は
、
装
飾
性
を
凝
ら
し
た
近
代
和
風
建
築
ら
し

い
室
内
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
古
稀
庵

　

前
述
の
よ
う
に
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
東
北
帝
国
大
学
建
築
技
師
も
つ
と
め
た
岡

村
潤
治
の
設
計
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
離
れ
座
敷
で
あ
る
。
た
だ
し
単
な
る
座
敷
棟
で
は
な

く
、
玄
関
と
は
別
に
勝
手
口
を
も
ち
、
意
匠
を
凝
ら
し
た
水
屋
や
便
所
、
小
座
敷
な
ど
の

生
活
用
の
部
屋
群
を
も
つ
（
図
12
）。

　

入
母
屋
造
桟
瓦
葺
き
妻
入
り
の
平
屋
建
の
続
き
座
敷
部
分
に
、
玄
関
・
小
座
敷
が
入
母

屋
造
桟
瓦
葺
き
で
張
り
出
し
、
水
屋
と
便
所
、
勝
手
口
と
い
っ
た
裏
方
部
分
が
寄
棟
造
で

続
き
座
敷
に
対
し
て
Ｌ
字
型
に
張
り
出
す
構
成
を
も
つ
。

　

玄
関
は
西
面
し
、
銅
板
葺
き
の
庇
が
繰
形
を
つ
け
た
持
ち
送
り
・
腕
木
で
支
持
さ
れ
、

垂
木
と
桁
を
杉
皮
付
き
丸
太
と
す
る
な
ど
、
繊
細
な
外
観
を
も
つ
。
玄
関
入
り
口
は
吹
き

寄
せ
の
桟
を
も
つ
ガ
ラ
ス
戸
の
引
き
違
い
と
す
る
。
玄
関
を
入
る
と
幅
二
間
奥
行
き
一
間

半
程
度
で
広
い
土
間
と
な
り
、
向
か
っ
て
左
手
に
設
け
ら
れ
た
小
座
敷
の
ガ
ラ
ス
窓
か
ら

意
匠
上
の
欄
干
が
張
り
出
し
、
下
が
り
壁
の
錆
竹
留
、
正
面
に
下
地
窓
を
見
せ
る
な
ど
、

数
寄
屋
の
意
匠
を
凝
ら
す
（
図
13
）。

　

玄
関
か
ら
廊
下
を
介
し
て
、
東
西
方
向
に
一
二
畳
と
一
〇
畳
の
続
き
座
敷
と
な
る
（
図

14
・
15
）。
柱
間
一
間
の
寸
法
は
六
尺
で
あ
る
。
南
側
に
約
四
尺
五
寸
幅
の
縁
が
化
粧
屋

図 11　高野長英旧宅 二階 6 畳の座敷
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根
裏
天
井
で
つ
き
そ
の
南
側
に
庭
門
で
区
切
ら
れ
た
庭
園
が
整
え
ら
れ
る
。

　

一
二
畳
の
本
座
敷
は
北
面
中
央
寄
り
に
床
を
設
け
て
、
左
右
に
琵
琶
台
と
床
脇
を
設
け

る
。
向
か
っ
て
右
手
の
琵
琶
台
上
部
に
は
欅
一
枚
板
の
違
い
棚
を
入
れ
、
そ
の
脇
に
付
書

院
が
設
け
ら
れ
る
。
付
書
院
に
は
組
子
細
工
の
障
子
四
枚
を
入
れ
、
上
部
は
梅
と
鳥
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
透
か
し
彫
り
の
欄
間
、
地
袋
に
は
金
砂
子
で
加
飾
さ
れ
た
襖
を
引
き
違
い

に
入
れ
て
、
装
飾
性
を
高
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
庭
側
（
東
）
に
栗
ナ
グ
リ
を
詰
め

打
ち
し
た
簀
の
子
縁
が
張
り
出
す
。

　

床
柱
は
楓
と
推
察
さ
れ
、
落
掛
に
檜
柾
、
床
框
は
黒
漆
塗
、
無
目
に
煤
竹
を
用
い
る
な

ど
銘
木
が
多
用
さ
れ
る
（
図
16
）。
床
脇
に
も
付
書
院
と
同
様
に
、
金
泥
・
金
砂
子
で
飾

ら
れ
た
天
袋
、
地
袋
が
設
け
ら
れ
、
壁
面
は
組
子
細
工
の
ガ
ラ
ス
障
子
四
枚
を
入
れ
る
。

狆
潜
は
繰
形
を
つ
け
て
繰
り
ぬ
か
れ
、
葭
が
格
子
状
に
組
ま
れ
る
。
座
敷
の
周
囲
に
は
猫

間
障
子
が
囲
み
、
室
内
か
ら
庭
園
を
鑑
賞
で
き
る
構
成
と
す
る
。

　

一
二
畳
の
次
座
敷
に
も
、
右
手
の
本
座
敷
か
ら
連
続
す
る
よ
う
に
床
脇
の
し
つ
ら
い
が

設
け
ら
れ
る
。
地
袋
を
設
け
て
、
壁
面
に
組
子
細
工
の
ガ
ラ
ス
障
子
を
入
れ
る
。
無
目
に

は
煤
竹
が
使
わ
れ
る
。
そ
の
左
手
は
収
納
と
し
て
襖
二
枚
を
入
れ
る
。
廊
下
お
よ
び
縁
の

境
は
本
座
敷
と
同
じ
く
猫
間
障
子
と
す
る
。
玄
関
か
ら
目
に
つ
き
や
す
い
南
西
隅
は
半
間

壁
と
し
、
そ
こ
に
下
地
窓
を
開
け
て
、
組
子
細
工
の
掛
障
子
を
か
け
、
玄
関
ま
わ
り
の
内

部
意
匠
を
凝
ら
す
工
夫
が
施
さ
れ
る
。
な
お
、
次
座
敷
に
は
炉
が
設
け
ら
れ
る
。
本
座
敷

と
次
座
敷
と
も
棹
縁
天
井
と
す
る
。
こ
の
境
界
に
は
、
鳥
と
松
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
彫
刻

欄
間
が
入
る
。
板
の
本
座
敷
側
隅
に
「
越
中　

渓
久
平
」
の
切
銘
が
彫
ら
れ
る
。
富
山
県

井
波
町
の
井
波
彫
刻
師
・
渓
久
平
の
作
品
と
知
ら
れ
る
。
当
時
、
井
波
欄
間
は
寺
社
建
築

に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
宅
建
築
に
も
普
及
し
は
じ
め
て
い
た
時
代
に
あ
た
る
。

　

こ
の
続
き
座
敷
の
廊
下
向
か
い
側
に
は
、四
畳
の
広
さ
を
も
つ
小
座
敷
が
あ
る（
図
17
）。

半
間
幅
で
仏
壇
に
類
似
す
る
収
納
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
一
畳
分
の
空
間
は
落
天
井
の
網
代

組
と
し
て
、
下
が
り
壁
に
錆
竹
留
を
用
い
る
。
そ
の
東
面
は
雲
板
を
入
れ
て
壁
床
の
し
つ

図 12　旧高野家住宅 平面図
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ら
い
と
す
る
。
ま
た
廊
下
と
の
境
界
に
た
て
ら
れ
た
襖
は
半
月
の
中
透
か
し
を
入
れ
て
、

二
枚
合
わ
せ
て
円
窓
を
表
現
し
、
そ
の
引
手
は
月
文
字
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
桂
離
宮
写
し

が
用
い
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
北
側
に
廊
下
が
伸
び
、
そ
の
左
手
（
西
側
）
に
勝
手
口
、
右
手
に
手
前
か
ら
水

屋
、
便
所
が
続
く
。

　

ま
ず
勝
手
口
の
土
間
は
叩
き
に
玉
石
を
菱
形
に
並
べ
、
こ
こ
で
も
装
飾
を
凝
ら
す
。
水

屋
は
立
ち
流
し
の
形
式
で
、
流
し
周
囲
の
腰
壁
に
小
竹
を
並
べ
る
。
棹
縁
天
井
の
回
縁
と

棹
に
皮
付
小
丸
太
を
配
し
て
、
や
は
り
数
寄
屋
風
を
凝
ら
す
。
隣
接
す
る
便
所
も
舟
底
天

井
と
し
て
、
棟
木
に
杉
皮
付
丸
太
、
垂
木
に
煤
竹
を
吹
き
寄
せ
に
並
べ
る
等
、
水
屋
と
便

所
と
も
一
間
四
方
の
小
さ
な
空
間
な
が
ら
、
材
料
と
意
匠
を
凝
ら
す
。

（
３
）
新
座
敷

　

高
野
長
英
旧
宅
と
古
稀
庵
の
間
に
た
つ
。
前
述
の
よ
う
に
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）

頃
に
建
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
切
妻
造
桟
瓦
葺
き
（
庇
は
銅
板
葺
き
）
平
屋
建
で
あ

る
。
た
だ
し
棟
札
が
確
認
さ
れ
ず
、
設
計
者
や
由
緒
、
そ
の
用
途
な
ど
は
未
詳
で
あ
る
。

　

南
側
に
廊
下
を
設
け
て
、
東
西
方
向
に
九
畳
半
と
八
畳
の
続
き
座
敷
と
す
る
（
図
18
）。

現
在
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
も
の
の
続
き
座
敷
の
西
側
に
は
風
呂
・
便
所
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
一
間
は
古
稀
庵
と
同
様
に
六
尺
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

八
畳
の
部
屋
は
漆
喰
塗
込
に
よ
る
折
上
天
井
と
し
て
、
小
壁
に
は
卍
型
の
欄
間
ガ
ラ
ス

障
子
を
入
れ
る
（
図
19
）。
天
井
回
縁
よ
り
下
は
砂
壁
と
す
る
。
廊
下
側
は
猫
間
障
子
と

し
て
、
続
き
座
敷
境
に
は
襖
を
入
れ
る
。
襖
の
上
部
は
菱
形
の
幾
何
学
的
な
組
子
を
用
い

て
、
下
部
は
裂
を
は
り
合
わ
せ
る
（
図
20
）。
北
側
に
間
口
一
間
半
、
奥
行
半
間
で
棚
が

設
け
ら
れ
て
、
天
板
の
下
部
を
つ
く
り
つ
け
の
戸
棚
と
す
る
。
天
板
上
部
の
壁
面
に
は
四

枚
の
ガ
ラ
ス
戸
（
卍
崩
し
の
組
子
付
き
）
を
入
れ
る
。
下
が
り
壁
に
よ
っ
て
目
に
つ
き
に

く
い
が
、
こ
の
棚
部
分
の
み
天
井
を
格
天
井
で
変
化
さ
せ
て
、
あ
た
か
も
床
の
間
の
よ
う

図 13　古稀庵玄関内観
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図 14　古稀庵 次座敷から本座敷をのぞむ

図 15　古稀庵 本座敷から次座敷をのぞむ
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図 17　古稀庵 小座敷

図 16　古稀庵 本座敷の床構え
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図 18　新座敷 外観

図 19　新座敷から廊下をのぞむ
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図 20　新座敷（八畳の部屋）内観

図 21　新座敷（九畳半の部屋）内観
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な
雰
囲
気
を
つ
く
る
。
こ
の
左
手
は
幅
半
間
で
上
部
は
両
開
き
（
鏡
付
き
）
の
収
納
、
下

部
は
戸
棚
と
す
る
。
板
は
楓
と
思
わ
れ
、
取
手
に
黒
柿
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
銘
木
が
多
用

さ
れ
る
。

　

西
側
の
九
畳
半
の
座
敷
は
折
上
格
天
井
と
す
る
。
北
側
に
幅
二
間
奥
行
半
間
の
踏
込
板

部
分
が
あ
り
、
床
の
間
風
の
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
地
板
に
は
欅
一
枚
板
が
用
い

ら
れ
、
右
手
に
琵
琶
台
が
つ
く
ら
れ
る
。
天
井
も
や
は
り
、
格
縁
を
卍
崩
し
に
並
べ
て
、

意
匠
を
凝
ら
す
。
西
側
に
は
長
一
間
半
の
杉
皮
付
き
丸
太
で
留
ま
る
下
が
り
壁
が
あ
り
、

西
側
と
北
側
の
二
面
に
押
し
入
れ
が
ま
わ
る
（
図
22
）。
こ
れ
に
対
し
て
南
側
の
壁
面
は
、

下
部
に
風
炉
先
窓
の
よ
う
に
摺
ガ
ラ
ス
障
子
二
枚
が
入
れ
ら
れ
て
、
皮
付
き
丸
太
・
下
が

り
壁
の
構
成
と
あ
い
ま
っ
て
、
あ
た
か
も
茶
室
の
点
前
座
に
類
似
す
る
意
匠
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
廊
下
側
の
小
壁
に
組
子
細
工
に
よ
る
欄
間
障
子
が
入
る
。

　

新
座
敷
に
は
建
具
、
欄
間
、
天
井
等
に
幾
何
学
的
な
組
子
が
多
用
さ
れ
て
、
造
り
つ
け

戸
棚
の
壁
面
構
成
も
あ
っ
て
、
文
人
趣
味
の
書
斎
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
も
つ
。
こ
う
し

た
幾
何
学
的
構
成
の
内
観
は
隣
接
す
る
重
要
文
化
財
・
旧
高
橋
家
住
宅
（
明
治
一
九
年
・

一
八
八
六
か
ら
明
治
二
三
年
・
一
八
九
〇
に
建
設
）
に
類
似
す
る
意
匠
的
な
要
素
で
も
あ

る
。
隣
地
ゆ
え
に
、
あ
る
い
は
旧
高
橋
家
住
宅
の
影
響
を
受
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
味
噌
小
屋

　

味
噌
小
屋
は
、
旧
高
野
家
住
宅
の
北
西
側
、
高
野
長
英
旧
宅
の
北
側
に
立
地
す
る
。
旧

高
野
家
住
宅
は
重
要
文
化
財
・
旧
高
橋
家
住
宅
と
隣
り
合
い
、
こ
の
味
噌
小
屋
は
そ
の
隣

地
境
界
付
近
に
た
つ
（
図
23
）。
桁
行
三
間
、梁
間
一
間
の
規
模
で
、切
妻
造
り
桟
瓦
葺
き
、

平
屋
建
て
の
建
物
で
あ
る
。
東
側
に
袖
塀
が
接
続
す
る
（
図
24
）。

　

内
部
は
土
間
で
、
杉
樽
が
残
存
す
る
こ
と
か
ら
、
本
建
物
は
味
噌
等
の
保
管
用
倉
庫
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
小
規
模
か
つ
簡
素
な
小
屋
で
あ
る
が
、
そ
の
南
面
の

外
観
が
特
徴
的
で
あ
る
。

図 22　新座敷（九畳半の部屋）内観



21

図 23　味噌小屋 外観

図 24　味噌小屋 平面図
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す
な
わ
ち
、
真
壁
の
柱
か
ら
繰
形
付
き
の
持
ち
送
り
を
せ
り
出
し
、
切
妻
造
り
屋
根
の

南
面
は
庇
の
よ
う
に
壁
面
が
高
く
み
え
る
形
式
に
し
て
い
る
。
そ
の
南
面
は
各
柱
間
に
連

子
窓
を
開
け
て
、
引
き
違
い
の
木
製
ガ
ラ
ス
窓
と
し
て
い
る
。
腰
に
は
簓
子
下
見
板
張
り

を
ま
わ
す
。
側
面
の
破
風
板
を
み
る
と
、
南
面
の
破
風
尻
の
み
に
繰
形
を
刻
む
。
倉
庫
の

機
能
を
も
つ
小
屋
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
南
面
の
外
観
が
意
匠
的
に
細
部
を
凝
ら
し
て
い

る
。

　

こ
の
特
徴
は
、
南
に
向
か
い
合
う
高
野
長
英
旧
宅
と
の
関
係
か
ら
施
さ
れ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
味
噌
小
屋
は
旧
宅
の
「
茶
の
間
」
か
ら
縁
を
介
し
て
向
き
合
う
建
物
で
あ
る
。
そ

の
「
茶
の
間
」
と
縁
と
の
境
界
に
は
、
組
子
細
工
を
凝
ら
し
た
平
書
院
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
仏
壇
や
囲
炉
裏
を
も
つ
「
茶
の
間
」
で
あ
り
な
が
ら
、
部
屋
か
ら
庭
に
向
か
う
眺
め

が
意
識
さ
れ
る
座
敷
の
よ
う
な
形
式
を
も
つ
。
こ
う
し
た
「
茶
の
間
」
か
ら
の
高
橋
家
住

宅
と
の
境
界
を
画
す
る
眺
望
を
意
識
し
、
小
屋
で
あ
る
の
に
そ
の
南
外
観
の
細
部
が
凝
ら

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

味
噌
小
屋
は
梁
間
が
六
尺
丁
度
の
柱
間
寸
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
桁
行
が
柱
間
芯
々

五
尺
三
寸
五
分
と
梁
間
と
桁
行
で
柱
間
寸
法
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
東
面
と
西
面
の
出

入
り
口
の
ガ
ラ
ス
戸
の
鴨
居
を
み
る
と
、
後
補
で
柱
へ
指
物
を
挿
入
し
て
、
飼
物
で
調
整

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
既
存
の
小
屋
を
切
縮
め
、
南
側
外
観
を
整
え
る
改

修
が
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
下
見
板
張
り
に
洋
釘
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

梁
間
寸
法
が
六
尺
丁
度
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
木
製
ガ
ラ
ス
戸
や
連
子
窓
も
そ
の
改
修
時
期

に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
と
、
そ
の
改
修
時
期
は
昭
和
初
期
か
ら
中
期
の
時
期
と
考

え
ら
れ
る
。

（
５
）
瑞
皐
文
庫

　

敷
地
の
北
西
隅
、
重
要
文
化
財
旧
高
橋
家
住
宅
と
の
隣
地
境
界
付
近
に
立
地
す
る
昭
和

七
年
に
新
築
さ
れ
た
文
庫
で
あ
る
（
巻
末
資
料
２
）。
高
野
長
英
ゆ
か
り
の
歴
史
資
料
を

図 25　瑞皐文庫 平面・立面図
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図 26　瑞皐文庫 外観

図 27　瑞皐文庫 内観および金庫
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図 28　板倉 外観

図 29　板倉 平面図
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保
管
す
る
た
め
の
建
築
で
あ
り
、
意
匠
的
に
は
簡
素
で
小
規
模
な
が
ら
高
野
長
運
・
長
経

親
子
の
長
英
顕
彰
活
動
に
密
接
に
関
わ
り
を
も
つ
建
物
と
い
え
よ
う
。
高
野
長
英
ゆ
か
り

の
部
屋
と
し
て
保
存
が
は
か
ら
れ
た
座
敷
に
近
接
す
る
位
置
で
あ
り
、「
長
英
の
間
」
と

の
関
係
が
意
識
さ
れ
て
配
置
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

文
庫
は
南
面
し
、
切
妻
造
桟
瓦
葺
き
・
妻
入
り
、
間
口
・
奥
行
と
も
に
六
尺
五
寸
ほ
ど

の
規
模
で
あ
る
（
図
25
・
26
）。
外
観
は
モ
ル
タ
ル
塗
り
の
大
壁
造
り
、
正
面
に
銅
板
張

の
観
音
扉
を
つ
け
て
、
両
側
面
に
引
違
の
板
戸
（
外
部
に
鉄
格
子
付
き
）
に
よ
る
小
規
模

な
開
口
部
を
開
け
る
。
室
内
の
床
は
モ
ル
タ
ル
三
和
土
の
土
間
、
上
部
に
天
井
は
な
く
、

垂
木
・
野
地
板
を
そ
の
ま
ま
み
せ
る
。
内
壁
は
縦
板
張
で
あ
る
（
図
27
）。

　

内
部
に
は
「
Ｓ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
と
彫
刻
さ
れ
た
装
飾
錠
を
も
つ
金

庫
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
に
長
英
ゆ
か
り
の
歴
史
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
現
在

そ
れ
ら
資
料
群
は
高
野
長
英
記
念
館
へ
移
管
さ
れ
て
、
そ
の
う
ち
五
八
点
は
重
要
文
化
財

「
高
野
長
英
関
係
資
料
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

正
面
の
妻
面
、
銅
板
扉
の
框
上
部
に
「
瑞
皐
文
庫
」
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
る
。
高
野
長

経
の
落
款
が
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
長
経
の
揮
毫
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
上
部
の
木
口
は
風

雨
を
避
け
る
よ
う
に
板
で
銅
板
巻
き
と
し
て
、
装
飾
的
な
扁
額
と
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
板
倉

　

敷
地
の
北
東
隅
に
立
地
す
る
。
古
稀
庵
の
背
面
に
位
置
し
、
正
面
を
西
に
向
け
る
。
切

妻
造
り
ト
タ
ン
葺
き
、
正
面
側
に
持
ち
送
り
を
出
し
て
下
屋
庇
を
下
げ
る
（
図
28
）。
梁

間
二
間
、
桁
行
三
間
の
規
模
で
、
一
間
は
柱
間
芯
々
で
六
尺
三
寸
と
す
る
（
図
29
）。
一

間
を
三
つ
割
り
し
て
二
尺
一
寸
の
位
置
に
柱
を
配
列
し
、
そ
の
柱
間
に
半
柱
を
並
べ
、
外

観
で
は
一
尺
五
分
五
厘
間
隔
の
繁
柱
の
板
倉
で
あ
る
。
柱
間
に
横
板
を
は
め
る
。
外
観
で

は
、
正
面
の
み
に
床
下
部
に
木
瓜
型
に
繰
り
抜
い
た
羽
目
板
を
柱
間
に
設
置
し
、
正
面
性

が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
羽
目
板
以
外
に
、
装
飾
的
な
要
素
は
外
観
で
み
ら

れ
な
い
。

　

内
部
も
一
室
で
天
井
を
張
ら
ず
に
、
二
重
梁
の
木
組
が
そ
の
ま
ま
露
出
し
た
簡
素
な
構

成
で
、
折
置
組
の
形
式
と
し
て
い
る
。
内
外
に
和
釘
が
み
ら
れ
ず
、
か
つ
六
尺
三
寸
の
計

画
寸
法
を
も
ち
、
古
稀
庵
・
新
座
敷
と
い
っ
た
昭
和
初
期
の
建
物
よ
り
部
材
の
風
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
も
勘
案
し
て
、
明
治
時
代
後
期
頃
の
建
築
と
推
察
さ
れ
る
。

３　

建
築
家
・
岡
村
潤
治
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
旧
高
野
家
住
宅
の
な
か
で
も
、
近
代
和
風
建
築
と
し
て
意
匠
を
最
も
凝
ら
す
建

物
が
古
稀
庵
で
あ
る
。
ま
た
古
稀
庵
は
棟
札
が
現
存
し
、
昭
和
六
年
に
岡
村
潤
治
の
設
計

に
よ
る
と
い
う
、
建
築
家
の
存
在
も
判
明
す
る
点
も
貴
重
と
い
え
よ
う
（
図
30
）。
岡
村

は
東
北
帝
国
大
学
建
築
技
師
を
つ
と
め
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
個
人
住
宅
を
大
工
棟
梁
に

加
え
て
、
建
築
家
が
手
掛
け
て
い
る
点
で
も
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

　

岡
村
は
、
近
代
日
本
の
技
術
者
養
成
を
目
指
し
て
明
治
二
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
工
手
学

校
（
現
在
の
工
学
院
大
学
）
造
家
学
科
の
明
治
三
五
年
（
第
二
七
回
）
卒
業
で
あ
り
、
東

北
帝
国
大
学
営
繕
課
の
技
師
を
つ
と
め
て
い
た
。
大
正
一
二
年
の
「
仙
臺
建
築
會
」
名
簿

に
よ
れ
ば
、
仙
台
の
北
三
番
丁
に
自
宅
を
も
ち
、
東
北
帝
国
大
学
営
繕
課
勤
務
で
あ
る
が
、

昭
和
三
年
に
な
る
と
、
仙
台
の
荒
町
を
自
宅
と
し
て
、「
市
庁
舎
建
築
技
師
」
の
肩
書
に

変
わ
っ
て
い
る
。
昭
和
四
年
に
完
成
す
る
二
代
目
の
仙
台
市
庁
舎
の
建
設
に
携
わ
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
仙
台
市
庁
舎
は
当
時
の
東
北
帝
国
大
学
営
繕
課
・
小
倉
強
（
昭

和
五
年
よ
り
仙
台
高
等
工
業
学
校
、
昭
和
二
五
年
よ
り
東
北
大
学
教
授
）
が
顧
問
と
し
て

携
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
岡
村
は
仙
台
市
庁
舎
建
設
に
出
向
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

（
岡
村
潤
治
の
経
歴
に
つ
い
て
は
斎
藤
広
通
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

　

ま
た
岡
村
の
事
蹟
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
水
沢
の
登
録
有
形
文
化
財
・
齋
藤
子
爵
水
沢

文
庫
の
建
設
に
も
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
岡
村
の
名
は
、
そ
の
棟
札
で
（
昭
和
七

年
七
月
三
〇
日
の
上
棟
）、
海
軍
建
築
技
師
・
住
木
直
二
技
師
と
と
も
に
「
設
計
監
督
」
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と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
翻
っ
て
昭
和
七
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
齋
藤
實
か
ら
水
沢
町

長
・
後
藤
廣
へ
あ
て
ら
れ
た
書
簡
の
な
か
で
は
、
こ
の
頃
、
住
木
直
二
技
師
に
よ
る
設
計

が
完
成
し
た
こ
と
、
施
工
に
大
林
組
、
監
督
に
岡
村
潤
治
と
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、

齋
藤
實
自
身
の
指
名
に
よ
り
、
現
場
監
督
が
岡
村
に
託
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
昭
和
一
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
増
築
工
事
に
お
い
て
も
、
工
事
関
係
帳
簿
の
宛
先
が
岡
村

潤
治
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
岡
村
潤
治
が
齋
藤
子
爵
水
沢
文
庫
増
改
築
の
現
場
監

督
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
岡
村
潤
治
は
東
北
帝
国
大
学
営
繕
課
の
の
ち
、
仙
台
市
庁
舎
建
築
技
師

と
し
て
昭
和
五
年
頃
ま
で
活
動
し
、
そ
の
後
に
昭
和
六
年
、
こ
の
旧
高
野
家
住
宅
の
古
稀

庵
の
設
計
を
行
い
、
昭
和
七
年
以
降
も
齋
藤
子
爵
水
沢
文
庫
の
現
場
監
督
と
し
て
水
沢
で

仕
事
を
し
て
い
た
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。

　

な
お
、
昭
和
八
年
の
高
野
長
英
旧
宅
の
史
跡
指
定
の
申
請
に
際
し
て
、
詳
細
な
平
面
図
・

矩
計
図
が
添
付
資
料
に
青
焼
図
面
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
大
工
の
図
法
と
は
異
な
る

近
代
的
な
製
図
に
よ
る
実
測
図
面
で
あ
り
、
こ
の
作
図
に
も
岡
村
潤
治
が
携
わ
っ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。

図 30　古稀庵の棟札


